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※試験方法はJIS C 6481に準じます。比誘電率/誘電正接の測定は、CS-3376Gがストリップライン共振器法、その他は平衡型円板共振器法によります。
※A-受理状態、C-恒温恒湿処理、D-浸水処理、E-加熱処理、数字は時間/温度/湿度を表します。
※試料厚さは、AD-3379=1.0mm、CS-3379M=0.72mm、CS-3379A/CS-3379AD=1.0mm、CS-3376G=0.8mmです。
※上記の数値は測定値の一例であり、保証値ではありません。☆RTFは両面処理箔(Reverse Treated Foil)を表します。
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CS-3379A CS-3379AD CS-3376G
CS-3379M単位

Unit
処理

Treatment
AD-3379
CD-3379 E-glass Low Dk glass RTF☆

絶縁抵抗
Insulation resistance

体積抵抗率
Volume resistivity

表面抵抗
Surface resistance

曲げ強さ
Flexural strength

曲げ弾性率
Flexural modulus

ガラス転移温度
Glass transition temp.

熱膨張率（厚み）
Thermal expansion(Z)

熱膨張係数（α1）
Coefficient of thermal expansion

熱膨張係数（厚み）
Coefficient of thermal expansion(Z)

はんだ耐熱性 Solder limit

T-300
Time to delamination at 300℃

銅箔引き剥がし強さ
Peel strength(HVLP) 
熱伝導率
Thermal conductivity

比重
Specific gravity

吸水率
Water absorption

ヤング率
Young's modulus

ポアソン比
Poisson's ratio 

耐燃性
UL flammability

18μm
35μm

処理後
Treated

タテ
Warp

α1
α2

ヨコ
Fill

260℃
Float

タテ
Warp
ヨコ
Fill

タテ
Warp
ヨコ
Fill

DMA

30℃→260℃

常態
RT

処理後
Treated

常態
RT

処理後
Treated

常態
RT

10GHz
28GHz
80GHz
10GHz
28GHz
80GHz

3.10
3.09
3.09
0.0018
0.0020
0.0024
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V-0 
equiv.

3.36
3.35
3.35
0.0018
0.0019
0.0024
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205

1.4
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30
150
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―

0.7
0.9

0.6

1.83

0.03

―

―

V-0
equiv.

C-96/20/65

C-96/20/65
+D-2/100

C-96/20/65

C-96/20/65
+C-96/40/90

C-96/20/65

C-96/20/65
+C-96/40/90

Ａ

Ａ

A

A

Ａ

Ａ

E-2/105

Ａ

レーザーフラッシュ
Laser flash

Ａ

E-24/50
+D-24/23

A

A

UL94

3.60
3.59
3.57
0.0041
0.0045
0.0059
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3.33
3.32
0.0032
0.0036
0.0046
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―
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―
―
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1×109

―
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19
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V-0

比誘電率(Dk)
Dielectric constant

誘電正接(Df)
Dissipation factor

C-24/25/50

C-24/25/50

熱硬化性樹脂積層管は、フェノールやエポキ
シといった熱硬化性樹脂を、紙や布、ガラス布
といった基材に含浸させた基材を作り、これを
鉄心に強固に巻き
上げて製造する
FRPパイプです。
　軽量なプラス
チック管でありな
がらも、強度や耐
熱性に優れ、ク
リーンルームの大
敵である発塵がな
いことから、紙や
布、フィルムやフォイルといった薄くて長い素
材を加工するコンバーティング業界において、
巻芯として多くのご採用を賜っております。

■熱硬化性樹脂積層管

RISHOLITE thermosetting resin laminated tubes are many used as roll 
cores in many converting industries.

熱硬化性樹脂積層管 工業用巻き芯熱硬化性樹脂積層管 工業用巻き芯
多くのコンバーティング業界でご採用多くのコンバーティング業界でご採用

▲熱硬化性樹脂積層管の製造
　（イメージ）

内層に丈夫なガラスエポキシ、外層にきめ細かな紙フェノールを配した例▲

▼多層管のイメージ ▼多層管の製作例

▲紙フェノール積層管 ▲ガラスエポキシ積層管

▲ゴムライニングつき巻き芯

繊維強化基材
FRP prepreg

巻き上げ
Roll-up 

鉄芯
Mandrel

■多彩なラインナップで最適な巻き芯をご提案
利昌工業では、巻き取る材料ごとに、さらに

はご需要家様ごとに異なる、さまざまなご要望
に対して、積層管の特長を最大限に生かしたカ
スタムメイド巻き芯でお応えしております。
◆多層管
２種類以上の異なる基材を、同心円上に巻き

上げた巻き芯です。
タフな内層とデリケートな表面をあわせ持つ

巻き芯など、積層管を巻き芯にご採用いただく
メリットのひとつです。

◆二重管
チャックの径に合わせた内層管と、所定の外

径、あるいは巻き取る材料に相応しい表面状態
に仕上げた外層管を、フランジでカップリング
した中空構造の巻き芯です。
　吊り下げベルトやリフトの爪があたる部分に
リブを入れて補強することもできます。
径が太い巻き芯は、極薄材料を巻き取る際の

「しわ不良」対策に有効です。ご使用中の巻き
芯を手軽に「インチアップ」することができ、
さらには軽量化も実現します。

フランジ Flange
リブ Rib

▼二重管のイメージ ▼二重管の製作例

◆ゴムライニングつき巻き芯
極薄の材料を巻き取ると、保管中などに「巻

き締り」が生じて、巻きは
じめの段差や、層間に入っ
た気泡のふくらみが、その
後の幾層にもわたって転写
されることがあります。ゴ
ムライニングつき巻き芯を
ご利用いただくと、この転写が緩和され、材料
ロスの低減に有効です。




